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業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 

 
平成 25 年８月 13 日に公表した平成 26 年６月期第２四半期（累計）の業績予想と、本日公表しました

第２四半期決算短信の数値を比較したところ、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１． 平成 26 年６月期第２四半期業績予想数値と決算数値における実績値との差異 

（平成 25 年７月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

【連結】 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 3,113 188 188 110 27.72

実績値(Ｂ) 3,100 269 276 162 40.69

増減額(Ｂ－Ａ) △12 80 87 52 

増減率(％) △0.4 42.9 46.6 47.2 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 25年６月期第２四半期)

3,006 204 203 105 26.36

【個別】 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 1,442 128 77 19.40

実績値(Ｂ) 1,525 213 127 31.95

増減額(Ｂ－Ａ) 83 85 50 

増減率(％) 5.8 66.4 65.3 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 25 年６月期第２四半期) 

1,423 175 109 27.34

 

２． 差異が生じた理由 

当第２四半期累計期間の連結業績は、社宅管理事務代行事業及び施設総合管理事業ともに堅調に推移した

ことにより、売上高は概ね前回発表予想通りとなりました。利益面におきましては、社宅管理事務代行事業

の増収に加えて上期に予定していた経費の一部が下期にずれ込んだこともあり、営業利益、経常利益、四半

期純利益が前回発表予想を上回りました。 

個別業績は、受託収入が順調に推移したことに加え、他の収入も堅調に推移した結果、売上高は前回発表

予想に対して増加し、これにともなう利益の増加と経費の一部で実施時期を下期に変更したことなどにより、

経常利益、四半期純利益が前回発表予想を上回りました。 

なお、通期業績につきましては、見直した経費の発生が第３四半期以降に見込まれるため計画通りに推移

するものと予想し、公表数値の変更はありません。 

以上 


